
新年あけましておめでとうございます。

皆様には、ご健勝にて新年をお迎えになられましたこと、心からお慶び申し上げます。

さて、京都友禅協同組合は、昭和 24 年（1949 年）に設立され、本年、77 年目を迎えることとなりました。

先人が果断なく進めてこられた数々の取組を振り返り、築き上げてこられた礎に感謝するとともに、この間

の和装産業を巡る大きな状況変化の中で京友禅の力をいかに将来へとつないでいくか、改めて決意を心新た

にしているところです。

広く海外へも販路を広げていくための京友禅チャイナドレスは、京都府様、京都市様の多大なるご支援を

得て思い切って進めた昨年度の取組がテレビ、新聞などでも取り上げられ、海外からも一定の手応えが得ら

れました。

2 年度目となる本年度は、国のご支援も得て、専門家のアドバイスも得ながら試作品を制作し、昨年 12 月

には、中国杭州で行われた国際紡績服飾サプライチェーン博覧会に出品しました。私自身初の経験でしたが、

バイヤー等との交流・対話の中で、国際市場のダイナミズムを肌で感じ、今後の更なる事業展開への貴重な

知見を得ることができたところです。

試作品は、3 月 6 日（金）、7 日（土）の 2 日間、京都産業会館ホールにて行う京友禅総合展「未来への継

承」でも展示を予定しています。組合員が各々の創意・技術を発揮して制作した新作きものの数々と合わせて、

是非、ご覧いただきますようお願い申し上げます。

一方、友禅産地の状況は、単発的な取組ではとても好転が望めないほど、厳しさを増してきていることが、

組合員からも、日々、聞こえてまいります。中でも、この間の終わりの見えない諸物価の高騰は、需要・生

産両面から極めて重い負担となって産地を疲弊させており、このままでは、近い将来に破綻の危機に瀕して

いるといっても過言ではないように思われます。

こうした状況の中で、京友禅産地内の協力・連携はもとより、域内の他産地、また、国内他地域、さらに、生産・

流通を合わせた力の結集が、今、強く求められているものと考えております。私自身も、京友禅のみならず、

様々な団体に参画させていただく中、そのネットワークを通じて、苦境を突破する動きを何とかして興して

いけないか苦心しています。どうか、関係の皆様にもお力添えをいただきますようお願い申し上げます。

昨今の変化は、スピードが速く、また、振幅も大きく、よくも悪くもネットの力が、人の選択や価値観、

行動様式に大きな影響をもたらしていることを実感しています。

変化にしっかりと目を向け、素早く動く、そうした視座を特に強く意識しながら、心から信じる伝統工芸の

普遍的な魅力・底力を、国内外へ如何に発信していくかを、常に考え行動に移していきたいと存じます。何

よりの願いは、「ものづくり」の未来を担う方々に夢を持って引き継いでいただく事、この１点に全力を注ぎ、

組合員一致協力して取組んでいきたいと存じますので、どうか、変わらぬご支援とご協力を賜りますようお

願い申し上げます。結びになりますが、新しい年が皆様にとりまして飛躍の年でありますようお祈り申し上げ、

年頭のご挨拶とさせていただきます。





 

 




